
大学入試数学の考え方と解法 漸化式パターン 7 part2

問題

次のように定義される数列 {an} の一般項を求めよ。

a1 = 1, an+1 = nan (n = 1, 2, 3, · · · )
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a1 = 1, a2 = 1
2
, an−1 = (n+ 1)(an − an+1) (n ŕ 2) を満たす数列 {an} がある。

bn = (n+ 1)an+1 − an (n ŕ 1) とおけば，bn と bn+1 の間には関係式 が成り立つ。した

がって，数列 {bn} の一般項は bn = であり，数列 {an} の一般項は an = である。

https://methodology.site/ – 2 – 解説記事

https://methodology.site/
https://methodology.site/recurrence-relation-7-part2/
https://methodology.site/
https://methodology.site/recurrence-relation-7-part2/


大学入試数学の考え方と解法 漸化式パターン 7 part2

2017年 福岡大

数列 {an} が a1 = 1,
an+1

an
= 22n−61 (n = 1, 2, 3, · · · ) で定められている。

この数列は第 項で最小値をとる。また，数列 {bn} を bn = log2 an (n = 1, 2, 3, · · · ) で定

めると，一般項 bn は である。
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次のように定義される数列 {an} の一般項を求めよ。

a1 = 1, an+1 = nan + n− 1 (n = 1, 2, 3, · · · )
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数列 {an} を

a1 = 1, an+1 = 27n
2−3n−9an (n = 1, 2, 3, · · · )

で定める。このとき，次の問に答えよ。

(1) 数列 {an} の一般項を求めよ。

(2) an の値が最小となるときの n の値を求めよ。
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